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れた地点は水深が平均 9.3 cm，流速が平均 11.5 cm/s

の環境であった（表 1）。また，底質は粒径 0.06 mm か

ら 4 mm の細粒砂から細礫が主で，手で底を軽く 5 cm

ほど掘れる固すぎない河床状態であったが，2016 年 3

月に比べて底質がやや細かくなったとともに，水路の

岸際で落ち葉や土の堆積が目立った。 

 

稚貝が定着しない原因としては，水温の大きな日較

差（1 日の最高水温と最低水温の差）や高水温が考え

られるが，導入から 9 月までの当年度の水温の日較差

は平均 3.2ºC，5ºC 以上の日較差があった日数は 12 日

間，10ºC 以上の日較差は 2 日間観測されており，2015

年における日較差の平均 4.1ºC，5ºC 以上の日較差 23

日間，10ºC 以上の日較差 4 日間に比べれば抑えられて

いた。また，高水温が 30ºC 以上の日数は 8 日間と 2016

年の 28 日間よりも著しく少なかった。このことから，

稚貝導入場所の底質環境の変化が稚貝の定着を阻んだ

要因の 1 つと考えられる。今後は，複数の底質環境条

件下に稚貝を放流することで定着効果の高い導入場所

を明らかしていく必要がある。 

 

離脱稚貝を種籾ネットに収容し導入する方法 小

型のトウヨシノボリに寄生していたマツカサガイの幼

生数は平均 38 個体であり，導入した稚貝数は 3,395 個

体と推定された。導入から約 7 カ月後の稚貝調査では

種籾ネット内に定着したマツカサガイの稚貝を確認す

ることはできなかった。稚貝が定着しなかった原因は，

種籾ネットが通水を阻害し，中の細礫が泥に覆われて

しまったためと考えられる。今後は，稚貝を泥の溜ま

りにくい細礫質の環境へ直接放流する方法に絞り、そ

の定着可能性を検証していきたい。  
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（指導環境室） 

表 1 マツカサガイ幼貝が確認された環境条件 

図 3 稚貝を導入した 2015 年と 2016 年における

稚貝導入から 9 月までの最高水温と最低水

温および日較差の比較 


